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(第二章) ，スチレンと Pープロムスチレン(第三章) ，スチレンとイソブテン(第山宰) ，スチレ
ンと αーメチノレスチレン(第五章)のカチオン共重合を行-なった口 なお液体亜硫酸 rlJ のスチレンのカ
チオン重合における重合速度に閃しては，戸倉，松田等によって詳細に研究されている。


























リスノレホンの化学構造(第二章) , スチレン i丙導体 (pーニトロスチレン)の共重合物組成(第四章
) , j政体亜硫酸，スチレン，アクリロニトリノレの三元共重合(第五章)についてしらべたD 又液体亜
硫般のラジカノレ主合における溶媒効果を第三章で検討した。












硫酸中でラジカノレ重合させ，次の結果を得た。主鎖に SOz のはいった Pーニトロスチレンポリスノレ
ホンが生成したが，その共重合物組成は，スチレンの場合と異なり，一定とならず共重合物中の SOz
-552-
の割合は 5 ，._， 16モノレ必であった。又，液体亜硫酸-p-ニトロスチレン系の紫外線吸収スペクトルを測
定した結果，スチレンの場合と異なり電荷移動型錯合体の生成は認められなかった。












するカチオン共重合を種・々のスチレン流導体やイソブテンについて行ない，単量休反応性比 rl' r2 を
求め，得られた rl' r2 を比較検討するととにより，生長反応における各単量休の反応性に液休亜硫
酸が他の溶媒 lとみられないt!/異的な影響を与えていることをみいだし，乙の現象を液体亜硫酸の単量
休に対する溶媒和より説明している。






1 : 1 電荷移動型錯合体が単量体として，買合 lこ関与しているという機構が妥当であることが液体亜
硫酸，スチレン，アクリロニトリノレの三元ラジカ jレ共軍合の動力学的研究によって明らかにされた。
結論は以上の結果をまとめたものであるの
本論文は，工業的に主要なビ、ニノレ京合体および耐熱性別脂ポリスノレホンの製造にあたって液体亜硫
酸を溶媒として用いる場合の基礎的研究を行-なったもので，次のような重要な知見を得ている。
(1) カチオン重合において，液体亜硫酸は他の溶媒とくらべて，非常に特異的であり，反応速度が速
いだけでなく，高分子量の重合体を与える。ラジカル1fî:合においては，耐熱性をもっ高重合体ポリ
スノレホンを与える。
? ???
(2) 乙れらポリマ一生成の動力学的研究からそれらの生成機構を推定し，また，その構造を明らかに
した。
以上の結果は，高分子工業における基礎的理論の解明に貢献するものである。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。、
? ???
